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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和3年3月18日(2021.3.18)

【公開番号】特開2020-104605(P2020-104605A)
【公開日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-027
【出願番号】特願2018-243392(P2018-243392)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   1/22     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   1/0325   (2019.01)
   Ｆ２４Ｆ   1/0326   (2019.01)
   Ｆ２５Ｂ  41/40     (2021.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６５１Ｂ
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６５１Ａ
   Ｆ２４Ｆ    1/02     ４０１Ｂ
   Ｆ２４Ｆ    1/02     ４０１Ｃ
   Ｆ２５Ｂ   41/00     　　　Ｂ
   Ｆ２５Ｂ   41/00     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月2日(2021.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（２１）、冷媒と空気との間で熱交換を行う二種の熱交
換器（２２、２４）、および前記圧縮機と前記熱交換器とを接続する配管（７１、７４、
７５）を有する冷凍サイクル装置（２０）と、
　前記圧縮機、前記二種の熱交換器、および前記配管を収容する筐体（１０）と、を備え
、
　前記二種の熱交換器の各々の外形は、略直方体形状に形成されており、
　前記熱交換器は、前記配管が接続される配管接続部（２２１、２４２）を有しており、
　前記配管接続部は、前記熱交換器のうち、前記略直方体形状における前記圧縮機から最
も遠い面（２２ａ、２４ａ）に設けられている空調装置。
【請求項２】
　前記熱交換器を流通する空気の流れ方向から見たときに、前記配管の少なくとも一部は
、前記熱交換器と重合するように配置されている請求項１に記載の空調装置。
【請求項３】
　前記配管の少なくとも一部は、前記筐体の内部における前記熱交換器に流入する空気が
流れる通路（１７０、１８０）に配置されている請求項１または２に記載の空調装置。
【請求項４】
　前記配管の少なくとも一部は、前記筐体の内部における前記熱交換器から流出した空気
が流れる通路（１７、１８）に配置されている請求項１または２に記載の空調装置。
【請求項５】
　前記配管は、曲げ角度が９０°より大きい屈曲部（７１１、７１２、７１５、７４１、
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７５１）を有している請求項１ないし４のいずれか１つに記載の空調装置。
【請求項６】
　前記冷凍サイクル装置は、前記圧縮機から吐出された高圧冷媒を凝縮させる凝縮器（２
２）、前記凝縮器から流出した冷媒を減圧させる減圧部（２３）、および前記減圧部にて
減圧された低圧冷媒を蒸発させる蒸発器（２４）を有しており、
　前記筐体には、前記凝縮器、前記減圧部および前記蒸発器が収容されており、
　前記圧縮機の吐出口と前記凝縮器の冷媒入口とを接続する吐出側配管（７１）の少なく
とも一部は、前記筐体の内部における前記凝縮器にて加熱された温風が流れる通路（１７
）に配置されており、
　前記熱交換器は、前記凝縮器を含んでおり、
　前記配管は、前記吐出側配管を含んでいる請求項１ないし５のいずれか１つに記載の空
調装置。
【請求項７】
　前記冷凍サイクル装置は、前記圧縮機から吐出された高圧冷媒を凝縮させる凝縮器（２
２）、前記凝縮器から流出した冷媒を減圧させる減圧部（２３）、前記減圧部にて減圧さ
れた低圧冷媒を蒸発させる蒸発器（２４）、および前記蒸発器から流出した冷媒の気液を
分離して液相冷媒を蓄えるアキュムレータ（２５）を有しており、
　前記筐体には、前記凝縮器、前記減圧部、前記蒸発器および前記アキュムレータが収容
されており、
　前記蒸発器の冷媒出口と前記アキュムレータの入口とを接続する吸入側配管（７４）の
少なくとも一部は、前記筐体の内部における前記蒸発器にて冷却された冷風が流れる通路
（１８）に配置されており、
　前記熱交換器は、前記蒸発器を含んでおり、
　前記配管は、前記吸入側配管を含んでいる請求項１ないし６のいずれか１つに記載の空
調装置。
【請求項８】
　前記二種の熱交換器は、互いに同一の方向に延びる形状に形成されている請求項１ない
し７のいずれか１つに記載の空調装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（
２１）、冷媒と空気との間で熱交換を行う二種の熱交換器（２２、２４）、および圧縮機
と熱交換器とを接続する配管（７１、７４、７５）を有する冷凍サイクル装置（２０）と
、
　圧縮機、二種の熱交換器、および配管を収容する筐体（１０）と、を備え、
　二種の熱交換器の各々の外形は、略直方体形状に形成されており、
　熱交換器は、配管が接続される配管接続部（２２１、２４２）を有しており、
　配管接続部は、熱交換器のうち、略直方体形状における圧縮機から最も遠い面（２２ａ
、２４ａ）に設けられている空調装置である。
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